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Main Target
沿岸災害ハザードの長期評価
Long-Term Assessment of 
Coastal Hazards

Laboratory motto

• トップレベルの研究 Keep top level research

• 研究と人生を楽しもうEnjoy research and life

• 周りの人に敬意を Respect your colleagues

すぐには役に立たないが１０年後に社会貢献

Looking 10 years future



4

海面を吹く風により発生
頻度：数年～数十年に一度
現象：波動現象（短波）＋
大気との相互作用

.02

海面を吹く風と気圧低下に
より発生
頻度：数十年に一度
現象：波動（長波）＋流れ

.03
海溝軸，もしくは断
層上においてMw7.5
以上の地震が起こる
と発生する場合があ
る
頻度：100～1000年
に一度
現象：波動現象（長
波）

.01

極端な沿岸災害から国土を守る

.01

.02.03

津波

高潮

高
波

どこで?
強さは?
頻度は?



研究室の特徴/Target

キロ～メソスケール（1-1000km程度）の沿岸
災害の科学と工学的応用を扱います．
km to meso scale coastal problem

科学と工学をつなぐ自然現象の理解とその応用
に力を入れています．
Bridge between science and engineering

10年後に役に立つ世界を代表する研究を目指し
ています．
Top level research targeting 10yrs future



例：沿岸ハザードの長期評価

過去最大

最大クラス？

津波や高潮偏差[m]

何
年
に
一
度
起
こ
る
か

疑問・解決したいこと
• 沿岸ハザードの長期特性の特性は何か？
• ハザードをどう評価するのか
• どのような自然現象に支配されているのか
我が国の数百年に一度の巨大災害を予測する



大気全球

気候モデル

MRI-AGCM3.2

スラブ

海洋モデル

Zarzycki(2016)の式

波浪モデル

WaveWatch III

(ver.4.18)

下部境界条件

海上風速 𝒖𝟏𝟎

海水温低下
𝝏𝑺𝑺𝑻

𝝏𝒕
海面粗度 𝒛𝟎𝒎

海面水温気候値

7

卒論の例：大気・海洋・波浪結合気候モデルの開発
気象研究所との共同研究



•IPCC第５次評価
報告書(2012年)
• 5編引用

•2018年温暖化
統合レポート
• 2018年2月発刊
• 図面入りで多数引用

•High Impact 論文
• Nature CCに論文掲載

地球温暖化
影響評価・適応策
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Lab Location:E-201D～E-210D

JR/Keihan StationJR/Keihan Station

Here 2FHere 2F

E棟３F→２F
・エレベーター３基
・階段３箇所

それぞれ１つが正解

E棟３F→２F
・エレベーター３基
・階段３箇所

それぞれ１つが正解

Shuttle
Bus
Shuttle
Bus

StepsSteps



海なし県出身者も歓迎海なし県出身者も歓迎



The End
その他セールスポイント

• 海に行くことができる

• できるだけ良い研究環境を提供

• 黄檗駅に最も近い

• 連絡バス乗り場正面

• コンビニに近い

• 共同研究先
• 日本の色々な大学
• 文部科学省，環境省，国土交通省
• 民間企業・NGO

• 国際共同研究
• アメリカ，イギリス，メキシコ，

台湾，韓国，南の島国

詳細編へ続く


